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日本語版への序文（抜粋） 

数学の生物学への応用は，いまやほとんどあらゆる分野にわたっており，特に，医科学においてその進展の速さは著

しい．そして，社会科学においても数理モデルからの研究は，学際的成長を遂げた新しい学問になりつつあることは明

らかであろう．ここ 5 年間ほどで，数理生物学者と実験研究者との協働がますます増えている．私は，それこそがこの

領域で本当になされるべきことであると常に確信していた．この営みはまた，実際の生物学とのつながりが限られてい

るとはいえ，新たな挑戦的な解析学の領域を拓くことで，数学に重要な影響を与えてきた． 
   

監修者あとがき（抜粋） 

本書は James D. Murray. Mathematical Biology I: An Introduction , 2002 の全訳である．原著は複雑な生物システ

ムに向けて数学モデルから解明するという数理生物学を多くの例を交えて書かれた書物である．既にポーランドやロシ

ア等で翻訳されていることから，今や世界的に良く知られた数理生物学のバイブルである．著者である J. D. Murray

氏は医学，心理学，生態学，疫学，発生生物学等，数理生物学の様々な分野において，実験家との共同研究を通して，

モデルを構築し，その解析から，機構の解明，予測を行ってきた現在の数理生物学の確立に貢献する偉大な研究者の 1

人であろう． 

我が国においてこの訳書が出版されたことは誠にタイムリーであると言って良い，なぜなら，我が国の数理生物学会

の会員数は今や 200 名を超えた，国際的にも大きな学会になっており，会員には数理生物学を学ぶ若い人たちも多く，

この分野に興味をもつ大学院，学部学生たちが着実に増えてきているからである．このことから，本書が我が国におけ

る数理生物学のさらなる発展の一助になればと願っている． 

三村 昌泰  
 

丸善出版株式会社 

James D. Murray 
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